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近年になって、細菌検査の簡易・迅速化は自動細菌測定機、発色酵素基質培地、各種同定キ

ットや検査器具・器材の開発など広範囲に及んでいる。しかし、食品の大腸菌群検査は５０年間

公定法で行われている現状をふまえて、わが国におよび欧米における食品の大腸菌群検査法、

検査用培地ならびに大腸菌群検査の問題点などについて述べる。 
 

１１１１．．．．大腸菌群大腸菌群大腸菌群大腸菌群のののの定義定義定義定義 

 

食品衛生学および環境衛生学上で用いられる大腸菌群の定義は、国際的に「乳糖を発酵して

酸とガスを産生するグラム陰性通性嫌気性桿菌」と決められた。食品の大便汚染をしらべるのに

はＥｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ ｃｏｌｉを含む大腸菌群を指標菌とすることが便利であるので世界のほとんどの国

で衛生検査に適用されている。 
 

２２２２．．．．大腸菌群大腸菌群大腸菌群大腸菌群のののの区分区分区分区分 

 

応用細菌学でいう大腸菌群は、国際委員会（Ｃｏｌｉｆｏｒｍ Ｓｕｂｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）で採用した菌群を、

１９５６年当時の細菌分類学に合わせてＣｏｌｉ－Ａｅｒｏｇｅｎｅｓ Ｓｕｂｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）で適用された。 

大腸菌群の区分は、ＩＭＶｉＣシステム（インドール反応、メチルレッド反応、ＶＰ反応、クエン酸塩

利用性）のパターンによってＥｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ ｃｏｌｉ、Ｃｉｔｒｏｂａｃｔｅｒ ｆｒｅｕｎｄｉｉ、Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ ｐｎｅｕｍｏ

ｎｉａｅ、Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒ ｃｌｏａｃａｅおよびＥｒｗｉｎｉａ ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ群に分けられた。 
 

３３３３．．．．大腸菌群大腸菌群大腸菌群大腸菌群ののののＥ．ｃｏｌｉとととと医学細菌学医学細菌学医学細菌学医学細菌学ののののＥ．ｃｏｌｉ 
 

食品の大腸菌群におけるＥ．ｃｏｌｉは、臨床医学や細菌分類学で用いられるＥ．ｃｏｌｉと必ずしも

同じでなく、ＩＭＶｉＣシステムで＋＋－－および－＋－－のパターンを示すものである。また糞便

性大腸菌はインドール反応陽性で、４４．５℃で発育するＥ．ｃｏｌｉである。一方、医学および細菌

分類学におけるＥ．ｃｏｌｉは、「グラム陰性通性嫌気性桿菌、運動性、カタラーゼ陽性、オキシダー

ゼ陰性、糖を発酵的に分解、ガス産生、クエン酸塩陰性」の生化学的性状を示すものである。 
 

４４４４．．．．食品食品食品食品のののの大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法 

 

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．欧米欧米欧米欧米におけるにおけるにおけるにおける食品食品食品食品のののの大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法 

欧米各国における食品の大腸菌群検査法はＦＤＡ法（Ｆｏｏｄ ａｎｄ Ｄｒｕｇ Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ）

またはＩＳＯ法（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｉ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚａｔｉｏｎ）のいずれかを採用してい

る。（表１） 

１１１１）ＦＤＡ）ＦＤＡ）ＦＤＡ）ＦＤＡ法法法法 

（ｉ）試料調整：食品５０ｇにＢｕｔｔｅｒｆｉｅｌｄ’ｓ ｐｈｏｓｐｈａｔｅ－ｂｕｆｆｅｒｄ ｄｉｌｕｔｉｏｎ ｗａｔｅｒまたは０．

１％ペプトン水４５０ｍｌを加え、２５回以上強く振ったものを試料原液とする。 

（ｉｉ）寒天混釈法：試料原液および１００倍希釈液の各１ｍｌをシャーレに接種し、バイオレット・レ

ッド胆汁酸塩寒天（ＶＲＢ寒天）１０ｍＬを加え、凝固後、その表面にＶＲＢ寒天５ｍＬを重層し、１

８～２４時間培養後、１平板当たり２５～２５０個に発育した赤色集落（０．５ｍｍ以上）をカウン

トする。その集落をＢＧＬＢに接種し、３５℃、４８時間培養後にガス産生を大腸菌群陽性とす
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る。 

（ｉｉｉ）ＭＰＮ法：原液１０ｍＬ、１ｍＬならびに１０倍希釈液１ｍＬをラウリル硫酸ブイヨン（ＬＳＴブイ

ヨン）３本に接種し、３５℃、４８時間培養後、ガス産生のブイヨンからＢＧＬＢに接種し、３５℃、

４８時間培養後、ガス産生の本数から大腸菌群の最確数を求める。 

２２２２）ＩＳＯ）ＩＳＯ）ＩＳＯ）ＩＳＯ法法法法 

（ｉ）寒天混釈法：試料原液および希釈液の１ｍＬをシャーレに接種し、ｃｒｙｓｔａｌ ｖｉｏｌｅｔ ｎｅｕｔｒａｌ 

ｒｅｄ ｂｉｌｅ ｌａｃｔｏｓｅ ａｇａｒ（ＶＲＢＬ寒天）１５ｍＬを加え、３０℃、２４時間培養後、赤紫色集落

（０．５ｍｍ以上）をカウントする。その集落をｌａｃｔｏｓｅ ｂｉｌｅ ｂｒｉｌｌｉａｎｔ ｇｒｅｅｎ ｂｒｏｔｈ（ＬＢＢＧ

ブイヨン）に接種し、３０℃、２４時間培養後、ガス産生を大腸菌群陽性とする。なお、ＶＲＢＬ寒

天はＶＲＢ寒天、ＬＢＢＧブイヨンはＢＧＬＢと同じ培地である。 

（ｉｉ）ＭＰＮ法：原液１０ｍＬ、１ｍＬおよび１０倍希釈液の１ｍＬをラウリル硫酸トリプトースブイヨン

３本に接種し、３０℃、２４時間培養後、ガス産生から大腸菌群の最確数を求める。ラウリル硫

酸トリプトースブイヨンはＬＳＴブイヨンと同じ培地である。 

Ｂ．Ｂ．Ｂ．Ｂ．わがわがわがわが国国国国のののの大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法（（（（公定法公定法公定法公定法）））） 

わが国における食品の大腸菌群検査法は、「乳及び乳製品の成分規格等に関する省令」およ

び「食品、添加物等の規格基準の省令」に基づいて、乳糖からのガス産生を推定試験、確定試

験および完全試験の手順にしたがって行われる。しかも、推定試験では食品別に使用される検

査培地は異なっているが、確定試験および完全試験ではそれぞれＥＭＢ寒天および乳糖ブイヨン

（ＬＢ）と決められている。（表１） 

１１１１））））定性拭酸定性拭酸定性拭酸定性拭酸 

（ｉ）ＢＧＬＢ：牛乳、加工乳、乳製品、鯨肉製品および魚肉ねり製品 

原液、１０倍および１００倍希釈液の各１ｍＬをＢＧＬＢ２本に加え、３５℃、４８時間培養後、ガ

ス産生のものについて確定試験を行う。 

（ｉｉ）乳糖ブイヨン：清涼飲料水、ミネラルウォーター類および粉末清涼飲料水 

原液１０ｍＬ、１ｍＬならびに１０倍希釈液の１ｍＬをＬＢ２本に加え、３５℃、４８時間後、ガス

産生のものについて確定試験を行う。 

２２２２））））定量試験定量試験定量試験定量試験 

（ｉ）デソキシコレート寒天：氷菓、アイスクリーム類、はっ酵乳、乳酸菌飲料、バター、バターオイ

ル、プロセスチーズ、加熱食肉製品、冷凍食品およびゆでだこ 

試料原液および１００倍希釈液の各１ｍＬをシャーレに接種し、デソキシコレート寒天１０～１

５ｍＬを加え、凝固後、その表面にデソキシコレート寒天３～４ｍＬを重層し、３５℃、２０時間培

養後、赤色集落をカウントして確定試験を行う。 

（ｉｉ）ＭＰＮ法：食品の大腸菌群数測定にＭＰＮ法を用いられるものはないが、生食用かきの  

Ｅ．ｃｏｌｉ数測定にＭＰＮ法が用いられる。 
 

５５５５．．．．大腸菌群検査用培地大腸菌群検査用培地大腸菌群検査用培地大腸菌群検査用培地 

 

食品の大腸菌群検査培地は、主にＢＧＬＢ、乳糖ブイヨン、デソキシコレート寒天およびＥＭＢ

寒天である。これらの培地の原理、組成、使用方法などについて栄研マニュアルを参照された

い。 

１）ＶＲＢ寒天：乳製品の大腸菌群数測定にＡＰＨＡ（Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｐｕｂｌｉｃ Ｈｅａｌｔｈ Ａｓｓｏｃｉａｔｉ-  

ｏｎ）ではＶＲＢ寒天が採用されている。 

培地に含まれる胆汁塩はグラム陰性菌に選択的に作用し、クリスタルバイオレットはグラム陽

性菌の発育を抑制する。また乳糖分解菌はｐＨの酸性化と指示薬ニュートラルレッドによって
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赤色集落になる。 

２）ＬＳＴブイヨン：培地中のラウリル硫酸ナトリウムは大腸菌群以外の細菌を抑制し、リン酸カリ

ウムは緩衝性を高め、塩化ナトリウムは浸透圧を維持する。（表２） 
 

６６６６．．．．大腸菌群検査培地大腸菌群検査培地大腸菌群検査培地大腸菌群検査培地のののの性能性能性能性能比較比較比較比較 

 

外国のほとんどの国で食品の大腸菌群数測定にＶＲＢ寒天を採用しているが、わが国とタイ国

ではデソキシコレート寒天を用いている。 

食品３１９例からの大腸菌群検出をデソキシコレート寒天とＶＲＢ寒天で比較した。（表３）デソ

キシコレート寒天およびＶＲＢ寒天による大腸菌群検出はそれぞれ１２９（４０．４％）および１５７

例（４９．２％）であった。しかも、デソキシコレート寒天で大腸菌群陰性となった検体のうちＶＲＢ

寒天で大腸菌群陽性になったものは２８例であった。またＶＲＢ寒天上の大腸菌群は明確な集落

を形成し、大腸菌群以外の菌種を抑制した。これらのことから、食品の大腸菌群検査に国際的整

合性のあるＶＲＢ寒天を推奨する。 
 

７７７７．．．．大腸菌群検査大腸菌群検査大腸菌群検査大腸菌群検査のののの諸問題諸問題諸問題諸問題 

 

食品の大腸菌群検査に関する問題点は次のとおりである。 

１）定義：ブドウ糖発酵菌とすれば腸内細菌群を対象にブドウ糖加ＶＲＢ寒天で測定できる。また

乳糖発酵菌とすれば、β－ｇａｌａｃｔｏｓｉｄａｓｅ産生菌を発色酵素基質法で検出できる。 

２）大腸菌群の区分：腸内細菌は１００菌種以上であり、ＩＭＶｉＣシステムによるパターンで区分す

ることは困難である。 

３）簡易・迅速性：従来法の大腸菌群検査は４～５日かかるが、１日で判定できる発色酵素基質

法を採用する。 

４）乳糖非分解菌：大腸菌群陰性の食品中にまれにサルモネラやＥ．ｃｏｌｉの存在が認められる。 

５）国際共通の検査法：諸外国と整合性のある大腸菌群検査にデソキシコレート寒天に変えてＶ

ＲＢ寒天の採用を検討する。 
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表表表表２２２２    各種培地組成各種培地組成各種培地組成各種培地組成（ｇ／Ｌ）（ｇ／Ｌ）（ｇ／Ｌ）（ｇ／Ｌ） 

ＶＲＢ寒天 ＬＳＴブイヨン 

ペプトン･････・・･･････････････・・・・・・・・・・・７ｇ

酵母エキス･････････････・･･･・・・・・・・・・・・・３ｇ

乳 糖･････････････････････････・・・・・・・・・１０g

塩化ナトリウム････････････・･・・・・・・・・・・・・５ｇ

胆汁酸塩･･･････････・・・・・・・・・・・・・・・・１．５ｇ

ニュートラルレッド･･・・・・・・・・・・・・・・・・０．０３ｇ

クリスタルバイオレット・・・・・・・・・・・・・０．００２ｇ

寒 天･･････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ｇ 

トリプトース･･････････・・・・・・・・・・・・・・２０ｇ

乳 糖･････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ｇ

塩化ナトリウム･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ｇ

ラウリル硫酸ナトリウム･・・・・・・・・・・・・０．１ｇ

リン酸１水素カリウム･･･・・・・・・・・・・２．７５ｇ

リン酸２水素カリウム・・・・・・・・・・・・・２．７５ｇ 

 

 

 
表表表表３３３３    食品食品食品食品からのからのからのからの大腸菌群検出大腸菌群検出大腸菌群検出大腸菌群検出におけるにおけるにおけるにおけるデソキシコレートデソキシコレートデソキシコレートデソキシコレート寒天寒天寒天寒天ととととＶＲＢＶＲＢＶＲＢＶＲＢ寒天寒天寒天寒天のののの比較比較比較比較 

デソキシコレート寒天 大腸菌群 

陽性数 陰性数 

   計 

陽性数 １２９ ２８ １５７ ＶＲＢ寒天 

陰性数       １ １６１ １６２ 

          計 １３０ １８９ ３１９ 

 

 

表表表表１１１１    食品食品食品食品のののの大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法大腸菌群検査法    


